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１．研究計画の概要 
 均一系および不均一系触媒化学の概念融
合による新たな協奏機能触媒化学の確立を
めざし、A01「分子機能触媒化学」、A02「多
金属機能触媒化学」、A03「固体機能触媒化学」、
A04「生体模倣機能触媒化学」の 4 つの研究
項目を設定して、19 名の計画研究実施者が、
それぞれ分担し、相互に深い連携をとりつつ
研究推進する。研究実施にあたって、本総括
班に設けた実施グループの研究者１名以上
が各研究項目を分担し，各研究項目の進展を
注視しつつ研究総括する。二年目以降は計画
班員に加えて、新たに参画した 64 名の公募
班員が、A01、A02、A03、A04 の研究項目を分
担して研究推進する。研究者は副分野性をと
り積極的な共同交流をはかるとともに、共同
研究を積極的に促進する。さらに協奏機能触
媒の概念をより広く広めるため、既存の日本
化学会、触媒学会や錯体化学討論会に協奏機
能触媒のセッションを設定して、広く他分野
の研究者との討論を積極的に実施する。また、
国際会議を開催して，協奏機能触媒に関して
海外の研究者との意見交換や討論を積極的
に推進する。評価グループは７名の学識経験
者から構成され、より幅広い見地から本研究
推進に助言・評価を受ける。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）二年目に公募班員６４名の参画により、
研究は加速化された。 
（２）公開シンポジウムは、これまで合計６
回開催し、領域研究内外からその研究成果を
広く公開して、評価を受けてきた。その結果、
協奏機能触媒の概念や目指すところなど内
外から高く評価されてきた。 

（３）A04 班の研究者を中心に生体触媒を範
とする新たな触媒開発を目指すための、バイ
オインスパイアードフロンティア会議をこ
れまで２回開催して共同して共通課題の解
決に向けた取り組みを軌道に乗せた。 
（４）概念融合の観点から、錯体化学や高分
子化学さらに有機合成化学など他分野の研
究者との交流を図るために既存の学会に特
別シンポジウムを企画し、協奏機能の概念の
浸透につとめた。 
（５）総括班主導で全研究員に共同研究課題
の応募を行い、積極的な共同研究の実施を奨
励し、８件の共同研究が組織化され、多くの
共同論文が昨年度だけで９件報告されなど、
着実に成果があがってきている。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
（理由） 
均一系および不均一系触媒化学の概念融合
による新たな協奏機能触媒化学の確立をめ
ざす本領域研究の目的、意義、その重要性が、
広く浸透され、結果として領域内外で共通に
協奏機能触媒の基本概念が議論できるよう
になったことは、高く評価できる。一方、領
域内の研究成果も着実に研究主題にそった
成果が達成されつつあるとともに、研究項目
を越えた共同研究も成果を上げてきている。
以上、領域研究全体として当初の計画以上に
進展してきている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
最後の１年間、概念融合による実用に耐えう
る協奏機能触媒開発に向けて引き続き研究
推進する。とくに、研究者間の連携をさらに
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濃くして領域研究の目的の実現をめざす。そ
のために公開シンポジウムや国際シンポジ
ウムを少なくとも１回開催して、達成された
研究成果の評価を内外から受ける。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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○出願状況（計８件） 
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②名称：エステル類およびラクトン類の実用
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〔その他〕 
領域研究者の受賞数：２９件 
新聞等メディア発表数：１９件 
 
協奏機能触媒ホームページ： 
http://concerto.cstm.kyushu-u.ac.jp/ach
ievement.html 


